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社
會
思
襲
这
し
ズ.の
.ゥ
ヰ
5̂
ァ
ム
*
韦
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>ス.. 

第
卜
號
丸
ニ

彼
は
常
に
自
身
の
勞
働
に
つ
い
て
考
べ
、
さ
う.し

て

如
.
な

霸

办

仕

事

ビ
',.之
に
M
す

る

賞

！
^
.
、
，
彼

を

し

て
 

何
な
る
場
所
に
あ
い
て
も.、
全
生
處
過
程
に
關
じ
て
發
蚤
の
同
胞
に
友
條
を
威
ず
る
や
う
な
獎
勵
が
要
ず
る
。 

會
權
を
持
つ
て
•ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
：い
。：
.か
く
て
-
^
?
.
最
後
位
彼
め
_
術
的
享
樂
で
あ
る
。
ハ
そ
れ
は
®
々
の
我 

,rris

は
勞
，働
者
V
J
.
_
r
家W

の
間
.に
何
：等

の

區

別

を

設

儘

；が
自
然
を
排
斥
し
な
け
：れ
ば
'ヽ

自
然
が
自
曲
に
與
へ 

け
^
‘
の

で

，
あ

る

彼
^
.
主
；張
す
る
。
*
術
家
が
勞
«

|

る
美
を
充
分
は
味
べ
る
や
う
な
住
家
を
必
耍
と
す
る
。

」

 

奢
で
あ
う
、
勞
働
者
が
猶
術
家
で'あ
る
や
う
な
社
會
狀
一
彼
は.斯
ぐ
の
如
.ぐ
理
«
的
，の
生
活
を
描
い
て
ゐ
る
が
そ 

態
が
生
れ
なs

限
り
.、
眞

に

健

書

、
生
：々

ビ
し
た
、

の
中
に
は
建
築
の
重
■

最
後
S

か
れ
て
ゐ
る
。
皮 

?
フ
しV

永
久
的
の
義
術
は
存
在
す
る
こ
ど
が
出
來
な
は
、
前
に
も
述
べ
た
f

、
靡
築
■の
價
値
を
重
視
し
て
、 

い
o 

3
う
し
て
文
明
社
看
に
あ
け
る
勞
働
者
の
麗
傭
は

I

そ
れ
は
生
活
の
た
め
の
藝
術
の
始
め
で
あ
つ
て
終
&
で 

勞
.侧
者
が
彼
.の
報
酬
ビ
し
て
要
求
す
る
せ
こ
ろ

V
J
1

致
j 

t

と
し
た
。
_彼
^
從
ベ
ば
、
精
鄭
が
肉，f 
§

つ
て 

し
な
け
れ
I

I

ぬ

：

「

彼
I

f
 
S

家
I

缺

t

f

在

、
人
s

f

s

?

t

。
從
づ
て 

I
:
馨

に

管

入

I

い
l

i

t

.生

活

の

れ
8

並
に
之
に
附
随
し
てI

裝

廛

術

の

農

は

、 

め
め
勞
働
以
外
に
充
分
の_
暇

あ

る

す

|

直
ち
に
人
間
生
活
の
墮
落
の
原
因
で
あ
り
、
結f

の 

.る
"
{
例
べ
こ
の
勞
働
が
彼̂

對
じ
1:
愉

快

の

も

の

で

あ

で

あ

る
0

.

つ
て
も)

か
く
し
て
被
は
f

f

、
考

へ

た

ゎ

す

る「

快
樂
I

:て
行
ふ
，3ヒ
の
出
來
次
い
勞
働
は
、
之
を 

f

し
て
、
彼
の
生
活
を
太
世
界I

活

な

す

I

し
な
い
も
の
f

云
ふ
_

|

立

言

あ
 

ビ
.，

笤
す
の
で
^
る

3
う
し
て
前
に
述
：べ

炎

や

う
9
て
、
勞
働
者
：の
生
產
の
管
狸
を1-
农
す
る
こ
.̂

ぢ
，

現
在
の
經
濟
制
度
^

o

相

容

れ

な

ぃ

は

：明
か
で
あ 

る
。
資
本
家
墀
制
の
現
時
卟
經
濟
生
活̂
お
ぃ
て
は
.勞 

働
は
單
に
'

1

の
資
本
の
附
隨
物
に
過
ぎ
な
ぃ
。
利
潤
は 

す
ベ
て
で
*
り
、
勞
働
の
享
樂
化
な̂

は
勞
働
者
の
奢 

.侈
ド
過
ぎ
な
：ぃ
。
斯
:̂
の
如
&
商
槳
主
_
の
排
斥
者
た
|
 

る

M
o
r
r
i
s

が
•現
蹄
の
生
產
制
度
を
僧
惡
し
た
こ
ビ
は

| 

當
然
の
こ
.•じ
で
あ
る
タ
勞
働
者
が
藝
術
家
で
あ
る
，
や

う

| 

な
場
合
妃
は
--
:「

資
本
家
は
：彼
を
始
末
化
あ
へ
ぬ
奴
ぎ
ビ

j 

云
ふ
だ
ら
う
。
$
,
う
し
て
I事
實
に
お
い
て
も
彼
は
始
末.

R
お
へ
ぬ
人
間
で
、
貨
幣
獾
得
の
機
械
の
#
輪
に
お
け 

石
_
碍
で
あ
ら 
>フ
。
.否
彼
は
.多
分
機
械
そ
の
も
0
を
も
一 

J1
1
め
る
で
あ
ら
う
。し{w
m

.

 

- M

o-rris, 

H
o
p
e
s

 

s
d 

| 

Fears for : A
r
t

 

; Ma
k
i
n
g

 the 

b
e
s
t

o-
f it/v pp; 

1
6

'
斯
く
の
如
ぐ
自
由
ビ
讼
：止
ビ
を
其
の
藤
術
的
生
活
に

. 

おS

で
要
求
し
、
ざ
う
し
て
現
時
の
社
會
制
度
が
を
の 

理
想
化
.反
し
て
ゐ
る
も
の
だ
ど
す
る
思
想
を
懷
い
て
ゐ

る

W
H
l
i
a
m

 

M
o
r
r
i
s

が
»
會
主
義
へ
入
る
の
は
實
に 

1

渉
|3
し
て
足
b

る
の
で
あ
冬
。

(
未
完)

シ

ョ

ォ

を

中

心

>』

し

て

觀

»

f:
る

フ

エ

ビ

ヤ

ン

社

鲁

主

_ 

.
義

運

動

i

R)

.

町

田

義

一

0 
.

.七
-

一
 

八
九
九
年
拾
！

Q

拾
.

1

2̂

1
:に
«

す
る
宣
#
の
布 

吿
が
め
：る
と
共
にFabian. 5

o
c
i
e
t
v

內
k

ょ
Jt
0
M. 

に
關
す
る
意
見
に
：相
違
を
.生
じ
た
ヴ

,
元
來
，
協
會
も
ー
般
紙
會
主
義
幽
體
间
樣
戰
爭
を
僧 

惡
し
，
之
に
域
對
で
あ
つ
た
が
、
此
宣
戦
美
に
多
數 

會
麗
は
务
の
態
度
を.1#

し
、
.英
_
の
：必
麟
を
願
ふ̂
 

至
つ
：.々
0
で
あ
る
.。
：然
る
^
多
數
の
自
曲
主
義
者_
體
。

-雜
十
五# 

(

1
H
S
-

)

雜

錄

.

シ
5

$

心
t

v
l-
r;
るn h 

>ヤ
.
\社
會
主
^
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i
H五
四)

雜
錄
シ
日
ナ
を
中
心
と
レ
て
觀
れ
る
フ
上
ビ
ヤ̂社
會
生
義
.1
動

第

卜

戚

％
四

並
に
肺
會
主
義
者
等
は
此
戰
爭
に
反
對
し
、
極

端

な

る

る

必

要

は

な

い
^
い
上
の
で
.あ
づ
た
。 

著
に
至
.っ
て
は
0
國
の
敗
北
：を
寒
む
程
.で
必
っ
た
。

拾
月
拾
ー
ニ
日
最
初.の
雨
者
の
論
举
で
は「

£
0
3
-
^

 ̂

“
• 

Pヵ
，
は
此
戰
爭
を
以
て
、
：
金
儲
を
し
や
ぅ.

W

資
本
同
情
を
表
し
た
決
議
案
討
議
の
緊
急
動
議
は
否
決
さ 

家
等
は
常
^
戰
爭
を
嗾
}?
る
0'
だ
.ビ
祉
會
主
_
者

の

說

れ

、
拾
-1
月

八

日
8
家

&
 I

g
,
H
a
I
I

の
：會
で
i a

 

べ
所
の
好
實
例
^
做
し
、
盛
ん
^
遠
征
軍
や
政
府
の
態
 

一
p H

o
b
s
o
n

は
協
會
の
態
度
を
鮮
明
化
す
る
必
要
を
說 

度
を
誹
謗
し
た
。
協
會
內
に

：
あ
っ
て
もM

a
n
e

熱

の

庇

I

斯
く
て
こ

そ

Fabian

ごsociety

は
資
本
主
義
的
# 

盛
時
.代
^
社
會
運
戰
に
參
加
し
、
、
主

にLL
，K

と

行

國

主
‘義
並
に
高
慢
な
國
家
主
義
：か
ら
分
離
し
、
.
而
し
て 

動
を
典
に
し
て
來
た
.J. 

R. 

Macdnard, 

s
_ 

p 

H
o
b
-

我
協
會
の
設
立
に
依
っ
て
促
進
さ
せ
ん̂
す
る
良
き
社 

soa 「
G. N. 

B
a

l

等
並
I

時
自
由
f

關

係

の

あ

會

組

織

の

讓
S

S

I
に
於
て
の
み
帝
國
8

 

っ
^
。
：
 

Dr. 

c

w

l
 

W
i
l
l
c
r
l

等

はS
h
a
w
,

張
を
援
助
す
f

の
I

事
を
誓
明
す
。』

5

ふ
結
論 

豸

字

等

生
s

 

i

lに
對
抗
し
た
。

.

の
決
議
案
を
提
出
し
た
。f

委
員
側
のS

h
a
w

は
國 

後
者
の
意
見
は
、
抑
々
協
會
の
目
的
ビ
す
る
所
は
社
會
の
踩
に
可
決
し
た
事
を
彼
斯
、
尊
し
ぬ
所
で
慨
益 

會
生
義
の
促
進
に
あ
る
，:0
で

斯

备

開

題

は『

社

會

宇j

な
る
.を
述
べ
、
戰
带
の
終
結
'ビ
共
に

’Transvaal

鑛
山 

義
の
決
す
る
事
の
出
來
ぬ
夂
觸
れ
な
い

』

間
題
で
f

:

が
一
般
公
衆
の
利
益
に
な
る
？

策
が
採
ら
れ.る
事
、

. 

寒
並
に
會
員
各
自
の
悤
漶
並
に
行
動
の
自
由
は
認
め
る
並
に
.鑛
夫
の
利
益
の
保
輝
を
耍
求
し
た
た
け0 '
修
正
案 

が
、
協
會
全
體
と
し
て
何
れ
に
，決
し
て
も
多
數
會.員
を
を
提
出
し
れ
が
廿
七
對
五
拾
八
翦
で.否
決
3
れ
、
先
き 

'除
外
す
る
樣
な
結
果
を
招
く
政
策
を
協#
が
正
式
に
採
の
決
議
案
が
五
拾
對
五
拾
九
翦
で
可
決
さ
れ
た
。

■ •玆
に
於
て
ァ
實
行
委
員
侧
は
會
則
に
依
っ
て
附
與
さ
禀
總
數
四
百
七
十
六
票
は
達
::
1
ニ
百
4
-七
對
ニ
百
五
十 

れ
ね
栊
限
を
利
用
しHo

b
s
o
n

の
決
讓
案
を
全
會
員
の
七
禀
い
ふ
僅
少
の
差
を

.以
；

y
公
表
賛
成
侧
は
霞
れ 

郵
便
投
禦
R
ょ
っ
て
決
せ
ん
^
した。斯くて翌ー九た。

..〇
〇
年
二
月
へ『

貴
下
は
®
梁
；亿
關
聯
:L
.
r帝
國
せ
義
に
ゝ
：
爾
來
、.
協
會
は
南
阿
.戰
爭
を
是
認
し
、
又
帝
國
主
_ 

就
い
て
，Fa

b
i
a
n

(/O
d
e
t
ŷ

今
や
公
表
せ
ん
と
じ
っ
、

|

的
侵
略
，並
に
反
民
主
主
義
.的
な

箪
國
主
義
を
援
護
し
た 

あ
る
所
に
賛
成
な
5

や
否
や
；

』
F
a
b
i
a
n

 

N
e
w
s

を
以
て
も
の
ビ
絕
ベ
ず
非
*

さ
れ
た
。
併
し
、
今

p̂
e

の
之 

全
會
員
に
問
を
發
し
れ
。
同
舰
上
に
兩
派
は
各
そ
の
理
は
對
し
て
辯
明
す
る
所
を
聞
く
に『

初
.期
に
於
て
，吾
 々

由
と
す
る
舊
揭
げ
5

零

求

め

た

。
公
s

_

は

響

主
f

塞

_

|

|

|

|

を
設
け 

は
、
協
會
は
國
際
主
義
が
思
想
化
基
き
侵
略
的
資
本
主
て
ゐ
た
。
即
ち
吾
々
はH

o
m
e
,
,
R
U
o

や

o
tr

日
&
 

義
並
U

軍
國
主
義
を
排
す
ぺ
し
ビ
主
張
す
る
と
共
に
戰 

一D
i
s
e
s
t
a
b
l
i
s
h

日e
n
t

の
如
き
問
繼
は>

r
e
d

 

h
e
r
r
i
n
g

の 

費
は
貤
會
改
良
を
遽
延
せ
し
め
、
册
げ
る
に
至
る
も
の
性
質

©

事
柄
、
即
ち
吾
：々
.
©
主
張
じ
た
經
濟
的
解
決
に 

な
る
を
說
气
之
が
反
對
者
侧
は
»-

る
軍
事
間
題
は
協
|

比
す
れ
ば
實
際
重
.要
で
な
.い
問
題
ビ
し
て
片
寄
せ
て
置

會
の
範
圍
外
R

涉
る
事
柄
で
あ
っ
.て
，
協
會
の
決
議
をy

い
た
の
で
あ
る
.。
-

-

-:

:

吾

々

ば

勞

働

階M
R

對
し

以
て
、
如
怀w

名
錄
し
能
は
ず
、
.而

も

協

會

肉

部

の

和.て
、
政
治
問
題
に
關
係
す
る
ょ
り
彼
等
自
身
の
社
會
狀 

^
協
同
を
破
る
に
至
る
や
も
测
り
難
い
ミ
主
張
し
た
。

，態
it
大
い
に
.注
意
を
柳
^
樣
化
警
吿
し
た
の
で
：あ
る0 

#
滞
な
興
味
を
以
て
迎
'へ
ら
れ
た
此
投
邀
の
結
果
は
、

自*'
黨

並

に

保

守

黨

の

は
#

0
分
®
の
木
公
平
 ̂

當
時
.の
會
員
A
百
名
ゾ(

內
海
外
在
住
潘
泺
拾
名)

中

投

.
事實から勞働者.
を引離さぅ在絕へす

努

め

て

第
十
丑
猞(

一

三
蓋)

雜

錄

'y
.
ョ
ォ
4*
中
心
？

て
觀
れ
る
プ
エ
ピ
ャ
ン
社
會
主
翁
遮
動
第
十
號
九
2£



2
三
丑
六)

_

錄

ン
ョ
ナ
か
中
心
と
し
で
觀
れ
る
フ
ェ
ビ
ャ
ン
社
會
主
雜
連
動
第
.十

號/6
六

第
十
丑
#

ゐ
る
も
の
ど
吾
々
味
考.へ
、
.少
な
$
も
^
5

唱
へ
て
ゐ
’ 

/2
ぅ
吾
_々
は
妣
會
主
_
は
經
濟
學
說
で
ぁ
つ
て
他
の
問 

題
で
ば
な
，

S

ど
主
張
し
た
::
:
-°.
 

：
•
：

南

阿

戰

爭

の

場
 

.

■

.:

合
に
於
て
吾
々
を
導S
た
.の
は
自
己
保
存
い
ふ
事
で 

:

•:
:
*'
■-つ

た

如

何
^'
る
決
_
も
協
會
を
破
壤
す
る̂

至
る 

の
は
明
ら
か
で
ぁ
つ
た0'
'
當
時
、
.威
情
が
非
常
に
激
し 

て
ゐ
た
。
衔

阿
B
o
e
r
A
:l
:«
の
人
々
は
襲
は
れ
、
怒 

:
咆
さ
れ
、
彼
等
の
行
動
は_

_
さ
れ
、
又
彼
等
の
動
議 

'

:
:,
は
誹
ら
れ
.た
。
彼
等
は
之
に
報
ゅ
る
代
英
國
軍
の
恐
し 

ぎ
慘
忍
を
非
難
し
、
又
我
軍
に
生
じ
た
有
ゆ
る
不
幸
を 

喜
ん
だ
。
協
會
に
は
戰
爭
是
認
の
公
表
を
し
や
ぅ
ヾ
し
い 

'
 

ふ
欉
な
_
題
は
提
出
さ
れ
な
か0
れ
。
極
く
一1

三
の
會 

:
:
:
員はそん
な所まで
考人：

y

ゐ
た
が
、
‘創
立
以
來
協
會 

. 

の
爲
め
^
力
し
て
來
介
殆
ん
ど
凡
て
の
會
員
は
、
或
自 

.

:.

由
黨
M
が

餘
'愛
國
心
に
反
す
•る
ビ
彼
等
の
看
倣
す
學
：
 

R
同
意
す
る
の
を
.拒
絕
し
、
而
し
て
苦
しL L. F

.

も 

同
樣
の
政
策
を
採..る
杖
於
て
俅
脱
會*
は
現
_
を
鮮
す

る
{<
:
宠
つ
た
で
4

ら
ぅ
。
'
:
♦
:

』

ヒ
Q 

.
此
結
果
實
打
委
員
中
：J. 

R.. 

M
a
c
d

n'a
l
d

と

J. 

F
r
i
e
d
e
r
i
c
k

並

.
に

會

費

拾

三

名

を

失

：
つ

た

の

は

已

む

を
 

得
ぬ
次
第
で
ぁ
つ
た
。

四
月
の
實
行
娄
員
改
選
後
の
委
員
會
は
帝
國
主
義R 

T
r
a
c
t

の
發
行
に
決
し
，
五
月
の
大
會
で
は

f

社
會
虫 

義
者
の
立
場
か
ら
觀
た
各
政
黨
の
活
動
並
に
綱
領
の
解 

說
批
利』

の
起
草
は
：決
議
3
れ
、
此
難
事
業
を
引
受
け 

た
の
は
3
tr
豸

で

ぁ

つ

た

。
拾
月
.に
至
り
其
校
正
刷
は 

各
會
員
に
配
布
さ
れ
、
同
月
廿
五
日k
は
會
M
は
修
JE 

討
議
の
爲
.め
R
召
集
さ

れ
た
。
ハ
出
版
の
爲
め
斯
く
の
如 

き
は
例
の
.な
い
事
で
ぁ
つ
た
。

)

校
疋
刺
化
修
芷
、
成
は
，
 

批
評
を
加
へ
て
返
送
し
て
來
た
者
は
西
三
拾
四
名
、
全 

然
反
對
者一
名
、
何
等
の
宣
言
を
必
要
せ
ざ
る
.者
九 

名
*
.他
は
全
部
承
誕
を
典■へ
た
。
斯

く

てCiiffordV 

1目
マ
の
相
談
會
忆
は
修
疋
ヽ
追
加
、
削
除
の
權
を
附
與
.

5

n
た

會

員I〗

一
四
十
名
出
席
.し
>
:
£
»間
吵
針
議
.の 

^

末

、
拾
八
名
は
帝
國
主
義
に
關
す
る
部
分
の
削
除
を
主 

張
し
、
又
出
版
反
對
者
は^.
四
名
に
過
ぎ
す
し
て
可
決 

さ
れ
/2
の

が
。Fabianism 

s
d 

the 

E
m
p
i
r
e

 

3 
の
出 

版
で
あ
る
かV

.

.激
烈
な
南
阿
戰
爭
の1T
爭
^
關
し
大
多
數
會
員
の
滿 

足
を
求
め
ん
^

S
h
a
w

の
非
常
な
苦
心
化
成
つ
た
も
の 

e
云
は
れ
て
へ
ゐ
る
。
又
同
時
に
•總
選
擧
運
動
に
刺
用
の 

:

爲
め
も
，

Q

つ
て
、

は
1#
交
政
策
、
貿

易

政

ょ
 

~
勞
働
問
題
> 

徵

兵

制

度

や

，敎

育

制

度

•

の
改
善
、
‘住
宅 

:

間
題
.、
官
營
事
業
等
非
常
紀
廣
く
涉
づ>て
ゐ
た
9 

: 

八

.
廿
世
組
以
後
のFabian 

8
00.
€

に̂
就
て
は
’、|

九 

0

1一
年
改
JE
0
英
國
敎
W
制
度
の
®

^
な
れ
る
1
.

 ̂

を
虫
ヒ
ぜ
る
敎
育
制
靡
の
飩
究' (

微
と
反
對
の
地
，位
に 

:

立V
.

る.Headlalfl

並
'に

W
a
l
l
a
s

は
終
に
實
行
委
員 

を
勝
す
に
至
るy

 

s. 

D
. 

R
,

 

L

 

L. 

P
.-

等
ぼ
の
熒
渉 

L
a
b
o
u
r

 "Representation : 

c
.o
.
ml;
t
t
ea>
.
'
.の.紙
織
.、
M
W
W
.
I

b
o
u
r

 

P
a
r
t
j
r

の

成

立

，
、
協

會

0

加
名
、
並
に
.協
#
々
負 

の
立
候
補
等
、
を
の
他
各
植
社
曾
間
題
.並
.
.}
<
:產
'業
の
調 

.
蜜
機
.關
.設
酶
、(

直
接
協
會
に
關
係
な
く1
九
一
三
年
H 

月
以
來：

S
h
a
w
/
H
a
r
b
s
,

 

W
e
b
b

 

夫
妻
等
が 

Clifford 
| 

S
h
a
r
p

を
編
輯
者
ミ
し
て
發
行
せ
る
週
刊N

e
w

 

s
t
a
t
e
s
— 

l
J
.

m

sは
之
が
硏
究
の
'發
表
機
關
ミ
な
る
}
、
政
治
及
び
. 

|

純
學
藝
方
面
研
究
の
種
々
な
るG

r
o
u
p
s
.

の
組
織
?

一
の
中 O

r
a
g
e

 
等
の A

r
t

 G
r
o
u
p

 

か
ら
は Guild. Social

丨 

is

日
思
想
の
P
源
稱̂
せ
ら
れ
る
冢
与
を
發 

行
し
、
又
そ
の• w

o
m
e
n
s

 G
T
9
G
P

は
先
き
に
無
政
府 

主
義
運
動
に
赴
け
、W

i
l
s
o
n

夫
人
の
復
歸
ビ
共
に
龃 

織
さ
れ
婦
人
參
政
權
運
動
に
從
ひ

w
o
m
e
n
w
G
r
o
u
p

 

S
e
r
i
e
s

を
發
行
G
fe
K

一
 

九
0

七
年
來
の
夏
季
學
校
經 

營
、
地
方
並
に
大
學Fa

b
i
g

の
消
長
等
語
る
可
き
多 

く
の
事
が
殘
つ
て
ゐ
る
。
併
じ
、
玆

に

は

H
,
G
.

 I
l
l
s

 

及

び
.

0
D
.
H
/
c
o
k

そ
0

他
の
協
會
改
革
運
動
は
就 

ぃ
て
述
^
此
^
瘸
を
終
务
事
^
す
る
。



¥

五

卷

C
l

H
五
へ)

雜
錄
シ
日
方
如
中
心
ミ
1>
弋
^

^
各
フ
ェ
ピ
ャ
^
社̂

虫
鶴
}1
勁
;'
$

铖

-
建
設
以
來
旣
に
拾
餘年
、「

社
會
主
義
圓
體
ゆ
幾
多
變 

繼
の
間
^

存
-1
,
て
晋
な
が
ら
0

Fabian 

Society 

•は
. 

益
々
.I:
の
活
動
•か
實
務
的
常
識
的
傾
向
を
帶
び
る
に
至.. 

つ
^
。
斯
ぐ
て
終
^:
ば

協

會

內

め

新

人

中

か

，
ら
は
：
協

曾 

改
革
の
聲
が
叫
ば
れ
、.理
想
主
義
者
た
る
新
ら
し
'い 

Guild 

Socialist

か
名
は
嘲
笑
ビ
非
難
の
聲
を
浴
せs 

れ
る
に
至
つ
た
。Th

e

 N
e
w

 W
o
r
M
,

 for 
O
l
d

の
著
者 

H
.

 

G
，
W
e
l
l
s
.

が
入
會
し
^

の
は
，
：
一
九
〇
コ

1

年
一
一
月
で 

ぁ
つ
て
、
そ
0
五
月
彼
の
最
初
の
講
演
自€ questions 

of Scientific A
d
m
m
i
s
t
r
a

ct.ve 

A
reas i

n
^
e
l
a
t
i
o
n

r+
o 

Municipal 

U
n
d
e
r
t
a
k
i
n
g

は
訥
■
^
禍
さ
れ
て
失
敗
で 

ぁ
つ
.た
。
彼
も
此
弱
點
を
知
つ.て
居
る
0
.で
.
後

の

論

爭 

は
主
に
.文
書
比
依
つ
.化
の
で
ぁ
る
が
、
若
し
彼
が.ol

d

 

F
a
b
i
l

の
雄
辯
ど
競
ふ
事•か
出
來
た
ら
、
協
會
は
彼 

の
天
下
に
な
.つ
た
か
ち
し
れ
ぬ
ビ
稱
さ
れ
て
ゐ
る
。

1

九
〇
六
年1

月
の
講

演

H
M
S Misery 

of Boots 

に(

次
ぎ
、
ニ
月
九
m

の
演
說F

a
u
l
t
s

 

o
f th

e

 

F
a
b
i
a
n

(

後
各
會
員
に
.印
刷
し
：て
酤
布)

に
依
0
て
彼
は
改
造
運 

動
の
急
先
鲦
ビ
な
つ̂

。
彼
は
協
會
に
理
想
に
對
す
る. 

熱
烈
な
憧
懷
の
な
い
の
を
楷
摘
し
て

『

空
想
的
なM

e
­

galomania 

が
缺
け
で
ゐ
る』

€ 
一

K

ひ
、
又
協
會
全
體
を 

目
し
.て『

.半
社
交
的
會』

に
過
ぎ
會
ミ
做
し
宂4
而
し
て 

H

の
第1

の
缺
黏
は
ぞ
れ
が
小さ
い

.ビ

い

ふ

事 

で
あ
り
、.叉
簿
ーI

は
も
の
小
な
る

に
比
較
し
て
も
猶
餘 

>
0
,貧
し
過
ぎ
る
事
；で
あ
る

』

。
而

.も

.Fpblslns

0
企
11
-
す 

る
所
はr

社
會
の
.經
濟
的
綦
礎
の
變
；史
に
外
な
ら
沿
の 

で
あ

る
。

自
ら
此
小
集
會
、
此
小
部
屋
を
测
&
、餘
>
 

有
效
で
も
な
い
^

,

1の
尠
.し
ば
か
り
の
陳
列
を
見
、 

次
ぎ
k
彼
方
此
方
に
散
歩
す
る
會
員
の
事
を#

へv

み 

ょ

.0
•
: 

:

. 

•
.

そ
れ
か
ら
街
上
に
立
つ
て
大
家
高
槌
を 

眺
め
、
顧
繁
な
交
通
、
人
々
の
雑
沓
を
見
ょ
。
そ
の
根 

本
^
諸
君
は
改
'良
し
や
5
と
企
て
0
>

あ
る
の
だ
。
偖 

て
、
如
何
し
て
此
南
溷
の*
な
.活
動
に
之
が
望
み
#
や 

ぅ
.か
"』

.奥
に
.彼
は
協
會
の
.自
象
廣
吿
の
：不
足
，
新
人
會

0

の
困
難
、
及
び『

拙
劣
な
而
も
舊
式
な
ヽ
調
子
が
惡
く
斷 

片

的

で

愚

か

な

』「

F
a
bp'
n S

o
c
i
e
t
y

の
根
據」

を
支
持

す
る
事
に
反
對
し
れ
。

彼
は
叫
ん
だ
。

『

社
會
主
義
渚
を
作
れ
。
.然
ら
ば
諸
君 

.は
社
'#
主
義
を
實
施
す
る
だ
ら
ぅ
。
外
に
方
法
は
な 

い
。』

此
方
法
を
實
行
す
る
爲
めm

t
.の
大
擴
張
を
計
畫 

し
て
夕
彼
は
年
收」

千
破
を
得
、
會
員
を
增
加
し
、
反 

對
'者
說
伏
の
爲
め
著
書
を
發
行
し
、
宣
傳
雄R
;•
-—般
會 

,務
處
筆
の
爲
め
有
，給
無
給
の
青
年

SR

女
を
多
數
募
集
：せ 

ん
事
を
提
議
し
た
。
.
を
し
て
彼
は
豪
語
し
れ
。

『

私
が
全 

<
0
夢
想
家
で
な
い
限
ぅ
、
私
が
今
諸
君
に
述
べ
.た
樣 

な
宣
德
'を
.行
へ
ば
一
年
經
過
す
る
か
せ
ぬ
中
に
我
會
員 

を
：

1

离
人
に
增
す
に
違
a
な
い』

：
，

斯
Y
て
' 

v
w
e
l
l
s

 

■の
意
見
に
基
：き
實
行
委
員̂

0 

H

'̂a
i
a
m
, 

s

tr
a
w 4K

A
G
.
R
.
S
.
T
a
y
l
o
!
y

 
€
 

外 Wells

夫
妻
.
.

S
y
d
n
e
y

'pivier 

.等
拾
名
の
特
別
委
員
會
が
組 

織
^
:れ
ね
タw^

l
l
s
:

の
渡
米
な
^
に
妨
げ
ら
れ
翌
年
拾

月
に
至
り
初
め

V

作
成
，さ
れ

.た

.報

..吿贳

は
、F

a
b

.
l

a
n

 

■
N

e
w

s

の
週
刊
、

「

根
據」

の
新
起
檢
、

w
r

m
s

h

 

w

o

o

l

 

p
'p
r
t
yど
改
稱
、
實
行
委
員
會
を
廢
し
廿

：
.

九
名
の
評
議 

員
會
を
組
織
し
、
そ
の'指
名
に
依
る「

出
版
S

「
宣
傳J 

.及
び「

一

般
事
務」

各
三
名
ょ
り
な
る

Directing, C
o
m

丨 

B

I
が
會
務
全
般.を
處
趣
し
、
他
の
社
會
主
_
_
體 

並
に
勞
働
随
體S
協
力
し
代
議
士
候
補
を
立
て
、
又
之 

が
基
金
を
募
集
す
る
等
凡
て
實
行
上
の
些
事
に
渡
る
も 

の
R
過
ぎ
な
か
つ
た
？
 

:

 

實
行
委
員
會
は
此
報
吿
を
姿
叫
名
起
草
の
實
行
委
員 

會
侧
の
報
吿
匕
共
に
全
會
員
に
配
布
し
f2
。S

h
a
w

の 

囘
答
は
先
づ
內
部
がら
0
づ
れ
©
'會
0

批
評
を
歡
迎
；
 

し
，
斯
^

?
擴
張
計
畫
^
は
多
ぐ
の
收
入
の
必
畠
な

る 

を
指
摘
し
、
實
行
委
員
會0
擴
張
^
贊
成
す
る
も
之
を 

廿
：：

名
と
し
、
三
委
員
分
會
の
萎
員
を
各
七
名
は
せ
ん 

事
を
提
議.し
，
A
會
制
.限
廢
止
ノ
並
に
新

「

根

撖

稿
 

の
.賛
成
、F

a
b
i
s

 N
e
w
s
:

週
：刊
の
反
對
等

W
ei
l

ド

第
十
風
怨(

1
H
五九

}
.

雑

錄

シ

3
兮
を
.中
心
.と
1
ズ
觀
?:
る
フ
，
エ
ゼ
ャ
ン
社
會
生
蕺
鎞

.勸

.，

鍩
十m



第

十

恙

(
1
!
3
8
>

雑

錄

ダ

®
介
韋
f

t
て
觀
f

ブ
5
.
ャ
シ
社
會
產
遮
.酿
；

第
十
號

張
ず
る
が
如
き
刚
體
の
組
織
を
困
難
な
ら
し
め
、
最
後 

代
、，.
.中
流
階
級
Q
lt
會

黨

組

織

の

時

機

の

^

れ

る

庫

を 

斷

言

し

た。
、
' 

:
:
;
.

此
ニ一

報

吿

が〗

九

0
ル
ハ
年
十
ニ
 

E

^

^

n

a

l

v 

N
e
w
s

 

で

配

布
3;
れ

ゐ

ヒ

共̂

實

行

委

員

を

代

表

す

る
s
tr
*
a
w 

對

\
^
1
!
5
.

の

論
爭
は
翌
年3
月

へ

か

け

て

員

囘W肖
M 

i

 
.

:

で

行

は

れ

れo
そ
；の
間
、
特

別

赛

員

看

の

提

出 

せ
，る
新

「

.根

.據」

を

見

る

に

、
社

會

主

義

は

、
：

(

一)

土

.Ji
l
l 

並
に
資
本
の.國

家

へ

の

移

轉

を

促

し

、

;.
,(
ニ)
男
女
の
平 

等

公

民

權

を

强

：
要

し

室

)

年
.少

者
の
敎
育
：並
に
扶
助
に

. 

II
す
る
私
人
の
權
限
に
代
へ
る
；
に

公

權

を

以

て

し

「
社 

會
組
織
の
，改
遊

」

，
を

行
.は
ん
^
努
め
る
も
の
で
あ
る

e
o'I
.
- 

: 

’ 

,
.
.
:

.

,

(

三)

は
意
味
の
明
瞭
を
缺
け
る
を
以
て
沒
豸
の
非 

難
を
受
け
、0

1)

«
之
に
.反
對
す
る
蕃
^
な
か
つ
た
が 

「

极
據」

中
に
親
定
す
る
事
^
は
多
く
の
人
々
は
躊
躇
し 

t2
'
.
/
:
:
如
何
ビ
な
れ
ば「

根
據」

は
之
を
認
め
ぬ
者
ぱ«1
會

主
義
者
.

W

稱
す
る
を
.得
ぬ
程
度
の
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參
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問
題
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す
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双
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友
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萆
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廿
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熟
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。
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選
し
た̂

f
 

. 

w

e

f
は
旣
紀
協
會
の
改
革
に
德
盒 

を
注
-

O
た
：.

る
が
、.

『

宣
傅』

並
に『
一

.般
事
辂
J
01

一
委
員 

扣
も
任
命
さ
れ
.な
が
ら
間
も
な
く
之
を
辭
し
、

一
九
〇 

八
年
商
月
に
は
夫
秦
共
實
行@
員
に
當
選
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滿
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す
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廿
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廿
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。
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。
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す
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蓮
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さ
る
べ
き
で
あ
るS
い
ふ
要
求
以
外
に
は
何
等
特
徴
を 

;持
た
ぬ
の
で
あ
る
。
眾
に
此
事
だ
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れ
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去
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借
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±
地
國
有
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程
度
^
止
ら
す
页
^
镟

賧

し

E
c
o
n
o
­
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R
e
n
t

の
法
則
ど
し
て
產
業
公
有
の
，論
據
を
求 

め
た
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.更
^
彼

等
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國
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運
：動
^
對
す
る
實
際
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の
最
初
の
貢
献
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英
國
に
於
け
る.

M
a
x
{
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を
破
る
事
に
あ
つ
た
ト
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s
o
c
i
e
t
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は
^
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社
會
、HF
義
を
此
知
謂
的
束
轉
か.ら
.解
放
し
^

•
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，、.目 
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す
名
：社
脅
改
造
が
、
.社
看
に
ょ
6

産
業
が
；公
有
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i
!

j

1

禪
3
れ
る
‘に
あ
る
.ど
'■い
ふ
大
き
な
腐
則
は
認
め
ふ
が
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F
a
N
a
n

は

.の
用
ひ
穴
經
濟
學
、
並
.に
歷
史
解
釋 

或
は
彼
が
豫
言
し
れ
政
治
上
の
進
化
を
信
條ビ
看
#
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拒
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功
績
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a
m
p
a
i
g
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そ
の
他
の
活
動
^
依

.
つ

て『

英
圃
勞
漏
階
級
少
容
く
迄
も
を
の
指
導
者
紀
社 

會
_

は
革
命
的
又
n
政
治
：的
徽
變
な
く
、
現
在
の® 

會
€

政
，治
狀
態
.に
適
用
さ
れ
得
る
、
現
に
行
は
つぐ 

あ
る

原
則
で
あ
る
事
を
敎
へ
た

』

g

R
あ
る
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又
彼
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の
.自
負
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獅
逸
に
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.つ
た
修
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派
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如
会
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F
a
b
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影
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依
，つ
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生
じ
た
も-0
と
做
す
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追
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。
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潘
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^
中
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又..Marx,

，.の
思
想
を
以
て
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進
化」
J
U「

荜
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の
S
,‘ 

想
一
を
混
淆
し
た
る
も
の
苳
見
る
，彼
築
は
、
そ
の
.革
故
思
-
 

想
を
無
用
物
ど
排
し"
進
化
の
方
面
を
以
て
社
會
主_ 

に
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
ビ
し
て
、(Ibid. 

240
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今
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j
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社
會
主
義
を
以
て
既
に
社
會
組
織
中
に
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部
包
含
せ
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ら
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次
第
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擴
大し
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つ

>あ
る
、も
の
V
C
.見る
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で
あ
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る
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會
主
義
は
革
命
的.崩
墩
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ょ
つ
て
歷
史
上
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瞬
間
^
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擧
に
實
現
さ
.れ
る
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く
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月 

\

の
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^
政
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濟
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.
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部

分
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の
® c
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に
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つ
て
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次
社
會
生
義
的
色
彩
を
襖
厚̂
し
、
之
等
改
良
の
綜
合
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の
結
果
現
實
多
れ
る
も
の
：
と
見
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の
.任
務
は
間 

斷
な
く
經
濟
上
政
治
上
そ
の
他

一

，切
の
社
會
改
议
に
努 

メ
め
以
て
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會
主
義
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な
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潍
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英
國
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產
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び
政
治
狀
態
に
適
用.さ

せ
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に
あ
る
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^40
)
.

さ
れ
ばFa

b
i
a
n

の
幾
多
の
功
鑌
は
個へ

 

令
0
當
面
の
實
際
問
題̂
於
：て
|
|め
得
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れ
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あ
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蒙
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。
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。
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ど
の
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的
相
違
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人
間
を
信
じ
な
い
實
際
家
で
あ
る0
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對
し
て
之
は
人
を
信
す
る
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想
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ど
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ふ
澌
に
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着
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る
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實
際
家
の
目
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ら
見
れ
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理
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で
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目
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度
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目
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の
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會
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が
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の
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い
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憧
憬
、
熱
情
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を
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な
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な
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に
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此
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前
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ン
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蓊
書
に
基
い
て
製
费 
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業
を
中
心
ざ
し
て
形
成
さ
れ
た
都
市
に
生
活
す
る
勞 

働
者
の
住
居
を
主
に
紹
介
し
て
置
い
■た
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エ
ン
グ
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續
い
て
勞
働
者
の
衣
服
や
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が
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像
を
越
え
て
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惡
な
の
を
簡-«
に
說
明
し̂,
ゐ
る
,
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*
商
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の
狡̂
 

が
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働
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つ
て
摊
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せ.ら
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問
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ル
以
上
言
及
す
る
.事
を
や
め
る
。
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出
3
れ
る
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.ら
ぅ
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